


ディプロマ・ポリシーの各項 の達成は、以下に示す体系的教育をもって実現します。 

①専門知識・理解 

 １年次に配置された共通科目により、医学・生命科学に関する専門知識を理解 修得し

ます。さらに専門科目として１年次から３年次にかけて開講されるライフサイエンス科

目群、トランスレーショナルリサーチ科目群、臨床医・メディカルスタッフ養成科目

群、がんフロフェッショナル養成科目群により、高度職業人として活躍するために必要

な幅広い専門の知識を修得します。 

 基礎臨床研究医・生命科学研究者育成コースでは、自立して独創的な医学研究を行う

のに必要な高度な研究能力と学識を基に、基礎的研究が行える人材を育成します。一

方、高度医療人育成コースでは、地域特有の疾患や最新の医学知識を基に、研究志向の

医療人や専門医やがん専門職医療人を育成します。 

②研究能力・応用力 

 ３年次から４年次には、課題研究が設けられています。課題研究では、課題の設定と

その解決のための作業仮説の設定の過程で、絶え間ない探求心と深い思考力や判断力が

培われ、更にその検証、分析結果の解析と考察を経て一定の結論を導き、これから博士

論文を英文で作成することを通じて研究能力 専門応用能力・表現力を培います。 

③倫理観・社会的責任 

 医学研究には、高い生命倫理、医学倫理の涵養が要求されます。さらに、医学研究を

通じて社会福祉の向上に貢献し、社会的責任を果たせる人材を育成することが求められ

ます。これらを高い次元で両立させるために、１年次共通科目の必須授業科目として

「研究・生命倫理」が開設されています。この科目を通じて、研究に必要な倫理教育と

生命倫理に関する高い見識を教授し、社会に貢献できる人材を育成します。 

④グローバルマインド 

 博士論文は原則として、英文で発表することが要求されます。そのため、最新の医

学・生命科学の知見を得るために、開設された全ての授業科目で英語文献の読解力を養

成します。豊かな国際感覚をもち、グローバルな視野に立って独創的な研究活動を遂行

し、社会をリードするために、表現・発信能力とスキルを培います。 

 


